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(57)【要約】
　安定な無機スラリーおよび安定な無機スラリーの製造方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無機粒状物質、例えば疎水性無機物、および粘度緩衝剤を含む無機スラリーであって、
(i) 該無機スラリーが、攪拌することなしに少なくとも1週間に渡り安定であり、および/
または(ii) 該無機スラリーのブルックフィールド粘度(100rpm１分で)が、攪拌すること
なしに1週間の後に、200％を超えて増大することはなく、および/または(iii) 該無機ス
ラリーが、攪拌することなしに1週間の後に、1,600cP以下のブルックフィールド粘度(100
rpm１分で)を有する、前記無機スラリー。
【請求項２】
　前記無機スラリーが、該スラリーの全質量を基準として、少なくとも約50質量％という
全固体無機物含有量を有する、請求項1記載の無機スラリー。
【請求項３】
　前記スラリーが、約40質量％における前記無機粒状物質、例えば疎水性無機物を含む、
請求項1または2に記載の無機スラリー。
【請求項４】
　前記全固体無機物含有量が、少なくとも約55質量％である、請求項2または3に記載の無
機スラリー。
【請求項５】
　前記全固体無機物含有量が、少なくとも約60質量％である、請求項4記載の無機スラリ
ー。
【請求項６】
　前記スラリーが、少なくとも約45質量％の前記無機粒状物質、例えば疎水性無機物、例
えば少なくとも約50質量％の該無機粒状物質、例えば疎水性無機物、または少なくとも約
55質量％の該無機粒状物質、例えば疎水性無機物を含む、請求項3～5のいずれか1項に記
載の無機スラリー。
【請求項７】
　前記無機粒状物質、例えば疎水性無機物、がタルクである、請求項1～6のいずれか1項
に記載の無機スラリー。
【請求項８】
　前記粘度緩衝剤が、親水性無機物を含むか、または親水性無機物である、請求項1～7の
いずれか1項に記載の無機スラリー。
【請求項９】
　前記親水性無機物が、クレー、例えばカオリン、であるか、またはこれを含む、請求項
1～8のいずれか1項に記載の無機スラリー。
【請求項１０】
　前記粘度緩衝剤が、非無機非ポリアクリレート物質、例えばエステルおよび/またはエ
ーテル官能基を含む有機物質であるか、またはこれを含む、請求項1～9のいずれか1項に
記載の無機スラリー。
【請求項１１】
　前記非無機非ポリアクリレート物質が、式：R-Xを持つポリアルキレンオキシドアダク
ト（式中、Rは、8～22炭素原子のモノアルコールの基、8～22炭素原子のモノカルボン酸
の基、またはこれらと1～20モルの2～3炭素原子のエポキシド(例えば、エチレンオキサイ
ドまたはプロピレンオキシド)とのオキシアルキル化生成物の基であり、かつXは、2また
は3炭素原子のエポキシドとテトラヒドロフランとのコポリマーの基であるが、R-X内のエ
ポキシドおよびテトラヒドロフラン単位の全量が60～95質量％であり、かつエポキシド単
位対テトラヒドロフラン単位のモル比が、1:0.5～1:3であることを条件とする）；水溶性
の縮合ホスフェート；ポリホスフェート；ポリスルホネート；ポリケイ酸の水溶性塩；マ
レイン酸ナトリウム；クエン酸；ナトリウム；シトレート、ケイ酸ナトリウム；EDTA；DT
PA；およびこれらの組合せから選択される、請求項10記載の無機スラリー。
【請求項１２】
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　前記非無機非ポリアクリレート物質が、請求項11において定義された、前記式R-Xを持
つポリアルキレンオキシドアダクトである、請求項11記載の無機スラリー。
【請求項１３】
　(a) 粘度緩衝剤として親水性無機物のみ、または(b) 粘度緩衝剤として親水性無機物と
非無機非ポリアクリレート物質との組合せ、または(c) 粘度緩衝剤として非無機非ポリア
クリレート物質のみを含み、任意に、(a)、(b)または(c)の各々においてポリアクリレー
ト分散剤を更に含む、請求項1～12のいずれか1項に記載の無機スラリー。
【請求項１４】
　スラリーが12以下、例えば10.45以下のpHを有する、請求項1～13のいずれか1項に記載
の無機スラリー。
【請求項１５】
　無機スラリーの全質量を基準として、少なくとも約50質量％という全固体無機物含量を
有し、かつ該スラリーの全質量を基準として、少なくとも約40質量％の無機粒状物質、例
えば疎水性無機物を含む、該無機スラリーの安定性を改善する方法であって、該方法が、
適切な量にて無機粒状物質、例えば疎水性無機物、粘度緩衝剤および液体を混ぜ合わせて
、攪拌することなしに少なくとも1週間に渡り安定である無機スラリーを形成することを
含む、前記方法。
【請求項１６】
　攪拌することなしに少なくとも1週間に渡って安定な無機スラリーを製造する方法であ
って、該方法が、液体中で、無機粒状物質、例えば疎水性無機物と、安定化する量の粘度
緩衝剤とを混ぜ合わせることを含む、前記方法。
【請求項１７】
　無機スラリーの安定性を高めるための、該無機スラリーにおける粘度緩衝剤の使用。
【請求項１８】
　前記安定化する量の粘度緩衝剤が、(i) 前記無機スラリーが、攪拌することなしに少な
くとも1週間に渡り安定であり、および/または(ii) 該無機スラリーのブルックフィール
ド粘度(100rpm１分で)が、攪拌することなしに1週間の後に、200％を超えて増大すること
はなく、および/または(iii) 該無機スラリーが、攪拌することなしに1週間の後に、1,60
0cP以下のブルックフィールド粘度(100rpm１分で)を有するよう使用される、請求項20記
載の使用。
【請求項１９】
　無機粒状物質、例えば疎水性無機物、を含む無機スラリー、例えば無機スラリーの全質
量を基準として少なくとも約50質量％という全固体無機物含量を有し、かつ少なくとも約
40質量％の無機粒状物質、例えば疎水性無機物、を含む該無機スラリーにおける、粘度緩
衝剤としてのカオリンおよび/または非無機非ポリアクリレート物質の使用。
【請求項２０】
　前記無機スラリーのブルックフィールド粘度(100rpm１分で)が、攪拌することなしに1
週間の後に100％を超えて、例えば50％以下、または25％以下で増大することはなく、お
よび/または(iii) 該無機スラリーが、攪拌することなしに1週間の後に1,600cP以下、例
えば約1,200cP以下、または約1,000cP以下、または約900cP以下、または約800cP以下のブ
ルックフィールド粘度(100rpm１分で)を有する、請求項1～19のいずれか1項に記載の無機
スラリー、方法または使用。
【請求項２１】
　前記無機粒状物質、例えば疎水性無機物が、タルク(1)、またはタルク(2)であり、ある
いは二峰性の粒度分布を有する、例えばタルク(1)とタルク(2)との混合物である、請求項
1～20のいずれか1項に記載の無機スラリー、方法または使用。
【請求項２２】
　前記無機スラリーが、
　(A) タルク(1)、またはタルク(2)、またはタルク(1)とタルク(2)との混合物；
　(B) 粘度緩衝剤としての、カオリン(1)および/または請求項11において定義された式R-
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Xを持つポリアルキレンオキシドアダクト；および
　(C) ポリアクリレート分散剤、
を含む、請求項1～21のいずれか1項に記載の無機スラリー、方法または使用。
【請求項２３】
　前記無機スラリーが、
　(A) タルク(1)またはタルク(2)；
　(B) 粘度緩衝剤としての、カオリン(1)および請求項11において定義された式R-Xを持つ
ポリアルキレンオキシドアダクト；および
　(C) ポリアクリレート分散剤、
を含む、請求項1～22のいずれか1項に記載の無機スラリー、方法または使用。
【請求項２４】
　(A)がタルク(1)である、請求項23記載の無機スラリー、方法または使用。
【請求項２５】
　前記無機スラリーが、
　(A) タルク(1)およびタルク(2)；
　(B) 粘度緩衝剤としての、請求項11において定義された式R-Xを持つポリアルキレンオ
キシドアダクト；および
　(C) ポリアクリレート分散剤、
を含む、請求項1～22のいずれか1項に記載の無機スラリー、方法または使用。
【請求項２６】
　請求項1～25のいずれか1項に記載の無機スラリーを含む、から本質的になる、またはか
らなる、コーティング組成物。
【請求項２７】
　前記コーティングが塗料である、請求項26記載のコーティング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、安定な無機スラリー、および安定な無機スラリーの製造方法を対象とするも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　無機スラリーにとって、比較的高い固体含有率を持つことは、しばしば望ましいことで
ある。しかし、一つの問題は、該無機スラリーの粘度が、保存中に、特に該スラリーが、
数日または数週間に渡り攪拌されることなしに保存された場合に、増大する可能性がある
ことにある。換言すれば、該無機スラリーは、長期に渡る保存中ずっと不安定である。
　高粘度等といった不安定性の問題は、保存後の上記無機スラリーの加工および取扱い中
に問題を引起す可能性がある。
　長期間の保存中ずっと安定な、代りとなるおよび/または改善された無機スラリーを提
供することが望ましいことであり得る。
【発明の概要】
【０００３】
　第一の局面に従えば、本発明は、無機粒状物質、例えば疎水性無機物および粘度緩衝剤
(viscosity buffer)を含有する無機スラリーを対象としており、そこにおいて(i) 該無機
スラリーは、攪拌することなしに少なくとも1週間に渡り安定であり；および/または(ii)
 該無機スラリーのブルックフィールド粘度(100rpm１分で)は、攪拌することなしに1週間
の後に、200％を超えて増大することはなく；および/または(iii) 該無機スラリーは、攪
拌することなしに1週間の後に、1,600cP以下というブルックフィールド粘度(100rpm１分
で)を有する。
　第二の局面によれば、本発明は、無機スラリーの安定性を改善する方法を対象としてお
り、該無機スラリーは、該無機スラリーの全質量を基準として、少なくとも約50質量％の
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全固体無機物含有量を有し、かつ該スラリーの全質量を基準として、少なくとも約40質量
％の無機粒状物質、例えば疎水性無機物を含み、該方法は、適切な量で、無機粒状物質、
例えば疎水性無機物、粘度緩衝剤および液体を混ぜ合せて、攪拌することなしに少なくと
も1週間に渡り安定な無機スラリーを形成する工程を含む。
【０００４】
　第三の局面によれば、本発明は、攪拌することなしに少なくとも1週間に渡り安定な、
無機スラリーの製造方法を対象としており、該方法は、液体中で、無機粒状物質、例えば
疎水性無機物と、安定化する量の粘度緩衝剤とを混合せる工程を含む。
　第四の局面によれば、本発明は、無機スラリーにおける、該無機スラリーの安定性を高
めるための、粘度緩衝剤の使用を対象としている。
　第五の局面によれば、本発明は、無機粒状物質、例えば疎水性無機物を含む無機スラリ
ー、例えば無機スラリーの全質量を基準として、少なくとも約50質量％という全固体無機
物含有量を持ち、かつ少なくとも約40質量％の無機粒状物質、例えば疎水性無機物を含有
する該無機スラリーにおける、カオリンおよび/または非無機、非ポリアクリレート物質
の粘度緩衝剤としての使用を対象としている。
　第五の局面によれば、本発明は、上記本発明に係る第一の局面に従う無機スラリーを含
み、該スラリーから本質的になり、あるいは該スラリーからなっているコーティング(coa
ting)組成物、例えば塗料を対象としている。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　意外にも、比較的大量の無機粒状物質、例えば疎水性無機物を含有する安定な無機スラ
リーが、粘度緩衝剤の組入れにより得ることが可能であることが分かった。
　「安定」によって、粘度緩衝剤を含む上記無機スラリーが、攪拌することなしに、長期
間に渡って、ポンプ輸送可能性およびそれ故に十分な流動性を維持していることが意味さ
れる。この長期間とは、少なくとも48時間、または少なくとも1週間、または少なくとも1
0日間、または少なくとも2週間であり得る。それ故に、該粘度緩衝剤の添加は、該粘度緩
衝剤が添加されていない場合よりも長い期間、例えば少なくとも1週間、または少なくと
も10日間、または少なくとも2週間という期間に渡り放置された(即ち、攪拌することなし
に)場合の、粘度の上昇に対する高い抵抗性を持つ無機スラリーを与える。特定の態様に
おいて、該無機スラリーの粘度は、ASTM D2196(100rpm１分で)に従って、ブルックフィー
ルド粘度として測定される。
　付随的にあるいはその代わりに、「安定な」とは、上記の粘度緩衝剤を含有する無機ス
ラリーが、攪拌することなしに、長期間に渡り低い沈降傾向を示し、またはそのような沈
降傾向を全く示さないことを意味する。沈降は、ゲル形成までに要する時間を観測するこ
とにより決定し得る。該長期間とは、少なくとも48時間、または少なくとも1週間、また
は少なくとも10日間、または少なくとも2週間であり得る。それ故に、該粘度緩衝剤の添
加は、該粘度緩衝剤が添加されていない場合よりも長期間、例えば少なくとも1週間、ま
たは少なくとも10日間、または少なくとも2週間という期間に渡り、放置された(即ち、攪
拌することなしに)際に、沈降に対する高い抵抗性を持つ無機スラリーをもたらす。特定
の態様において、沈降(同様に、沈殿としても知られる)は、ASTM D869-85(2011)に従って
決定される。
【０００６】
　付随的にあるいはその代わりに、「安定な」とは、粘度緩衝剤を含む上記無機スラリー
が、攪拌することなしに長期間に渡ってシネレシス(即ち、上澄みを形成する、該スラリ
ーからの液体の放出)の低い傾向を示し、またはそのような傾向を全く示さないことを意
味する。
　pH緩衝液の機能に類似して、「粘度緩衝剤」は、疎水性無機物等の無機粒状物質を含有
する無機スラリーの、放置した際に(即ち、長期間攪拌することなしに)、長期間に渡る粘
度の上昇傾向および/または沈降傾向および/またはシネレシスを示す傾向を減じまたは改
善するのに役立つ成分または成分の混合物である。換言すれば、該粘度緩衝剤は、無機粒
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状物質、例えば疎水性無機物を含む無機スラリーの、特に高い無機物使用量、例えば該ス
ラリーの全質量を基準として、50質量％を超える無機物使用量における、該スラリーの粘
度、沈降またはシネレシス特性における変化を減じまたは防止するために使用される。こ
のような性質を制御し得ることは、特に、コーティングおよび塗料等の用途において有利
であり、そこで該コーティングまたは塗料は、最終的なユーザーによる使用の前に、長期
間に渡り(例えば、棚上で)放置し得る。特定の態様において、該長期間とは、室温条件に
おける保存を含む。
　「攪拌することなしに」とは、上記無機スラリーが、上記長期間の間の断続的期間にお
ける該無機スラリーに係るブルックフィールド粘度をテストするための期間を除き、該長
期間全体に渡り如何なる攪拌、混合またはその他の形態の攪拌にも付されていないことを
意味する。
　粘度緩衝剤を含有する上記無機スラリーが、粘度、沈降および/またはシネレシスの増
大を低下する上記傾向の大きさを評価するために、粘度緩衝剤を含有する該無機スラリー
を、管理された様式で、該粘度緩衝剤を欠いた同等の無機スラリーと比較することができ
る。
【０００７】
無機粒状物質
　特定の態様において、上記無機粒状物質は、1種またはそれ以上のタルク、ベントナイ
ト、アルミナ、石灰石、ボーキサイト、石膏、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、パー
ライト、ドロマイト、ダイアトマイト(diatomite)、マイカ、ウォラストナイトおよびバ
ーミキュライトである。
　特定の態様において、上記無機粒状物質は疎水性無機物、例えばタルク、例えば天然タ
ルクまたは合成タルク(同様にタルコース(talcose)としても知られる)である。特定の態
様において、該タルクはクロライト系(chloritic)タルクである。特定の態様において、
該疎水性無機物、例えばタルクは、一定の粒度分布を持つ。
　特定の態様において、上記無機粒状物質は、適当な疎水性処理剤、例えば疎水性表面処
理剤またはコーティング剤を用いた処理によって疎水性とされる。例えば、特定の態様に
おいて、該無機粒状物質は疎水性カオリンである。他の態様において、該無機粒状物質は
カオリン以外である。特定の態様において、該無機粒状物質は生来的に疎水性の無機物、
例えばタルク等の疎水性無機物である。
【０００８】
　上記スラリー中の上記無機粒状物質、例えば無機物は、粒状形態で存在する。特に述べ
ない限り、該粒状無機物に関連して本明細書において言及される粒度特性は、ここにおい
ては「マイクロメリティックスセディグラフ(micromeritics Sedigraph) 5100ユニット」
と呼ばれる、米国ジョージア州ノルクロス(Norcross, Georgia, USA)(www.micromeritics
.com)のマイクロメリティックスインスツルメンツ社(Micromeritics Instruments Corpor
ation)により供給されている如きセディグラフ(Sedigraph) 5100試験機を用い、かつスト
ークスの法則(Stokes’ Law)の適用に基き、水性媒体中に完全に分散された状態にある該
粒状物質の沈降による、周知の方法で測定される如きものである。このような試験機は、
当分野において「等価球径」(e.s.d)と呼ばれている寸法で、与えられたe.s.d値よりも小
さな寸法を持つ粒子に係る累積質量％の測定値およびそのプロットを与える。平均粒度d5
0は、該粒子e.s.dのこのようにして測定された値であり、該値においてそのd50値よりも
小さな等価球径を持つ粒子が、50質量％存在する。そのd90値は、そこにおいて該粒子の9
5質量％が、該当するd90値よりも小さなesdを持つ値である。粒度特性は、ISO 13317-3ま
たはこれと等価な任意の方法に従って決定することができる。
　特定の態様において、上記無機粒状物質、例えば疎水性無機物、例えばタルクは、約0.
1μm～約15.0μm、例えば約0.5μm～約12.0μm、または約0.75μm～約12.0μmというd50
および場合により約2.0μm～約30.0μmというd90を持つ。
【０００９】
　特定の態様において、上記無機粒状物質、例えば疎水性無機物、例えばタルクは、約5.



(7) JP 2018-512496 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

0μm～約15.0μm、例えば約7.5μm～約12.5μm、または約8.0μm～約12.0μm、または約8
.0μm～約11.0μm、または約8.5μm～約10.5μm、または約9.0μm～約10.0μmのd50を持
つ。このような態様において、該無機粒状物質、例えば疎水性無機物、例えばタルクは、
約20.0μm～約40.0μm、例えば約20.0μm～約30.0μm、または約22.0μm～約28.0μmとい
うd90を持つ。本パラグラフにおいて記載される無機粒状物質は、以降においてしばしば
「疎水性無機物(1)」または「タルク(1)」と呼ばれる。
　特定の態様において、上記無機粒状物質、例えば疎水性無機物、例えばタルクは、約0.
1μm～約2.0μm、例えば約0.25μm～約1.75μm、または約0.5μm～約1.5μm、または約0.
75μm～約1.25μm、または約1.0μm～約1.2μmのd50を持つ。このような態様において、
該無機粒状物質、例えば疎水性無機物、例えばタルクは、約2.0μm～約4.0μm、例えば約
2.0μm～約3.0μm、または約2.2μm～約2.8μmのd90を持つことができる。本パラグラフ
において記載される無機粒状物質は、以降においてしばしば「疎水性無機物(2)」または
「タルク(2)」と呼ばれる。
　特定の態様において、上記無機粒状物質、例えば無機物、例えばタルクは、2モード(bi
modal)粒度分布を持つ。例えば、特定の態様において、該疎水性無機物は、疎水性無機物
(1)[例えば、タルク(1)]と疎水性無機物(2)[例えば、タルク(2)]との混合物、例えば約5.
0μm～約15.0μmのd50を持つタルクと約0.1μm～約2.0μmのd50を持つタルクとの混合物
である。疎水性無機物(1)[例えば、タルク(1)]対疎水性無機物(2)[例えば、タルク(2)]の
質量比は、約10:1～約1:10、例えば約8:1～約1:8、または約6:1～約1:6、または約5:1～
約1:5、または約4:1～約1:4、または約3:1～約1:3、または約2:1～約1:2、または約1:1の
範囲で変えることができる。
【００１０】
　特定の態様において、上記無機粒状物質、例えば無機物、例えばタルクは、約1.0m2/g
～約30.0m2/gという比表面積(BET)を持つ。ここにおいて使用されるような「比表面積(BE
T)」とは、単位質量に対する該タルク微粒子状物質に係るその粒子の表面積を意味し、こ
れは、BET法に従って、該粒子の表面を完全に覆う単分子層を形成するように該表面上に
吸着された窒素の量によって決定される(該BET法、アフノール(AFNOR)標準X11-621および
622またはISO 9277に従う測定)。特定の態様において、比表面は、ISO 9277、またはこれ
に等価な任意の方法に従って測定される。
　特定の態様において、上記無機粒状物質、例えば無機物、例えばタルク、例えばタルク
(1)は約0.5m2/g～約10m2/g、例えば約1.0m2/g～約5.0m2/g、または約1.5m2/g～約4.0m2/g
、または約2.0m2/g～約3.5m2/gという比表面積(BET)を持つ。
　特定の態様において、上記無機粒状物質、例えば無機物、例えばタルク、例えばタルク
(2)は、約10m2/g～約30m2/g、例えば約15m2/g～約25m2/g、または約17.5m2/g～約22.5m2/
gという比表面積(BET)を持つ。
【００１１】
粘度緩衝剤
　特定の態様において、上記粘度緩衝剤は無機粒状物質、例えば親水性無機物であるか、
またはこれを含む。このような態様において、該親水性無機物は含水カンダイトクレー、
例えばカオリン、ハロイサイトまたはボールクレー、無水(焼成)カンダイトクレー、例え
ばメタカオリンまたは完全に焼成されたカオリンであり得る。特定の態様において、該親
水性無機物はカオリンである。特定の態様において、粘度緩衝剤は、ベントナイト、アル
ミナ、石灰石、ボーキサイト、石膏、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、パーライト、
ドロマイト、ダイアトマイト(diatomite)、マイカ、ウォラストナイトまたはバーミキュ
ライトであるか、またはこれらを含む。特定の態様において、該粘度緩衝剤は、2種また
はそれ以上の上記物質の混合物、例えばカオリンと、1種またはそれ以上の上記物質との
混合物を含む。粘度緩衝剤として使用される該無機粒状物質、例えば親水性無機物は、上
記無機スラリー内に含まれている他の無機粒状物質、例えば疎水性無機物とは異なってい
る。
　特定の態様において、粘度緩衝剤として使用される上記無機粒状物質、例えば親水性無
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機物、例えばカオリンは、約0.1μm～約5.0μm、例えば約0.2μm～約2.5μm、または約0.
4μm～約2.0μm、または約0.5μm～約1.5μm、または約0.5μm～約1.25μm、または約0.5
μm～約1.0μmというd50を持つ。このような態様において、該疎水性無機物は約2.0μm～
約8.0μm、例えば約2.0μm～約6.0μm、または約3.0μm～約5.0μmというd90を持つこと
ができる。粘度緩衝剤として使用され、かつ本パラグラフにおいて記載された該無機粒状
物質は、以降においてしばしば「親水性無機物(1)」または「カオリン(1)」と呼ばれる。
【００１２】
　特定の態様において、粘度緩衝剤として使用される上記無機粒状物質、例えば親水性無
機物、例えばカオリン、例えばカオリン(1)は、約8m2/g～約25m2/g、例えば約10m2/g～約
18m2/g、または約12m2/g～約16m2/gという比表面積(BET)を持つ。
　特定の態様において、粘度緩衝剤として使用される上記無機粒状物質は、適切に親水性
処理剤、例えば親水性表面処理剤またはコーティング剤を用いて処理することにより親水
性とされている、生来的に疎水性の物質である。
　特定の態様において、上記粘度緩衝剤は、非無機、非ポリアクリレート物質であるか、
または該物質を含む。特定の態様において、該非無機、非ポリアクリレート物質は、エス
テルおよび/またはエーテル官能基を含む有機物質である。特定の態様において、エステ
ルおよび/またはエーテル官能基を含む該有機物質は、ポリマー物質である。適当な非無
機、非ポリアクリレート物質は、式R-Xを持つポリアルキレンオキシドアダクト、該式に
おいてRは8～22個の炭素原子を持つモノアルコール、8～22個の炭素原子を持つモノカル
ボン酸またはこれらと、1～20モルの、2～3個の炭素原子を持つエポキシド(例えば、エチ
レンオキシドまたはプロピレンオキシド)とのオキシアルキル化(oxalkylation)生成物由
来の基であり、またXは2または3個の炭素原子を持つエポキシドとテトラヒドロフランと
のコポリマー由来の基であるが、R-Xにおけるエポキシドおよびテトラヒドロフランの全
量が、60～95質量％であり、かつエポキシド単位対テトラヒドロフラン単位のモル比が、
1:0.5～1:3であることを条件とする；水溶性の縮合ホスフェート；ポリホスフェート；ポ
リスルホネート；ポリケイ酸の水溶性塩；マレイン酸ナトリウム；クエン酸；ナトリウム
；シトレート；ケイ酸ナトリウム；EDTA；DTPA；およびこれらの組合せを含む。
【００１３】
　特定の態様において、上記粘度緩衝剤は、上記の如き、式R-Xを持つポリアルキレンオ
キシドアダクトであり、またはこれを含む。特定の態様において、Rはオレイン酸基であ
り、また該出発物質のオレイン酸、エチレンオキシドおよびテトラヒドロフランは、1:(1
.5～2.5):(1.5～3)という質量比にて、該最終生成物R-Xに組込まれている。特定の態様に
おいて、Rはオレイン酸のポリエチレンオキシドアダクトである。特定の態様において、R
は、オレイン酸ヒドロキシエチルエステルのポリエチレンオキシドアダクトである。特定
の態様において、Rは9～11個の炭素原子を持つオキソアルコールのポリエチレンオキシド
アダクトである。特定の態様において、Rはステアリルアルコールのポリエチレンオキシ
ドアダクトである。特定の態様において、R-Xにおけるエポキシドおよびテトラヒドロフ
ラン単位の全量は、70～90質量％である。特定の態様において、上記アルコールまたはカ
ルボン酸のモル当たり、5～20モルのエポキシドおよび5～15モルのテトラヒドロフランが
存在する。特定の態様において、該エポキシドはエチレンオキシドである。特定の態様に
おいて、該エポキシドはプロピレンオキシドである。特定の態様において、該エポキシド
は、エチレンオキシドとプロピレンオキシドとの混合物である。特定の態様において、上
記式R-Ｘを持つポリアルキレンオキシドアダクトは、オレオアルキレンオキシドブロック
コポリマーである。
【００１４】
　特定の態様において、上記粘度緩衝剤は、本明細書において記載された無機粒状物質、
例えば親水性無機物と、上記非ポリアクリレートポリマー系物質との混合物、例えばカオ
リン、例えばカオリン(1)と上述の如き式R-Xを持つポリアルキレンオキシドアダクトとの
混合物である。このような態様において、該粘度緩衝剤は、上記無機スラリーが、該無機
スラリーの全質量を基準として、約5.0質量％までの該式R-Xを持つポリアルキレンオキシ
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ドアダクトおよび約15.0質量％までの該親水性物質を含むように、該無機スラリーに組入
れることができる。例えば、このような態様において、該無機スラリーは、約2.0質量％
までの該式R-Xを持つポリアルキレンオキシドアダクト、および約10.0質量％までの該親
水性物質を含むことができ、または約2.0質量％までの該式R-Xを持つポリアルキレンオキ
シドアダクト、および約15.0質量％までの該親水性物質を含むことができ、あるいは約1.
5質量％までの該式R-Xを持つポリアルキレンオキシドアダクト、および約12.0質量％まで
の該親水性物質を含むことができ、あるいは約1.0質量％までの該式R-Ｘを持つポリアル
キレンオキシドアダクト、および約8.0質量％までの該親水性物質を含むことができ、ま
たは約1.0質量％までの該式R-Xを持つポリアルキレンオキシドアダクト、および約6.0質
量％までの該親水性物質を含むことができ、あるいは約0.75質量％までの該式R-Xを持つ
ポリアルキレンオキシドアダクト、および約12.0質量％までの該親水性物質を含むことが
でき、または約0.5質量％までの該式R-Xを持つポリアルキレンオキシドアダクト、および
約10.0質量％までの該親水性物質を含むことができ、または約0.5質量％までの該式R-Xを
持つポリアルキレンオキシドアダクト、および約8.0質量％までの該親水性物質を含むこ
とができ、または約0.5質量％までの該式R-Xを持つポリアルキレンオキシドアダクト、お
よび約6.0質量％までの該親水性物質を含むことができる。
【００１５】
ポリアクリレート分散剤
　上記無機スラリーは、更にポリアクリレート分散剤をも含むことができる。しかし、意
外にもポリアクリレート分散剤単独での使用、即ち上記粘度緩衝剤のない状態でのその使
用は、安定な無機スラリーを製造するのに不十分であることが分かった。従来の見識に反
して、該無機スラリー中のこのような分散剤の量を単純に増やすことが、安定な無機スラ
リーを生成しないことから、このことは驚くべきことである。特定の態様において、該ポ
リアクリレート分散剤は、アクリル系ポリマーのアルカリ金属またはアルカリ土類金属塩
、例えばポリアクリル酸ナトリウムである。該ポリアクリレート分散剤が存在する場合、
該分散剤は、該無機スラリーの全質量を基準として、約2.0質量％以下、例えば約1.0質量
％以下、または約0.75質量％以下、または約0.5質量％以下、または約0.25質量％以下の
量で存在するであろう。特定の態様において、該ポリアクリレート分散剤は、該無機スラ
リーの約0.1％～約0.75質量％、例えば該無機スラリーの約0.1％～約0.5質量％、または
該無機スラリーの約0.1％～約0.5質量％、または該無機スラリーの約0.2～約0.4質量％の
量で存在する。
【００１６】
無機スラリー組成物
　特定の態様において、上記無機スラリーは、該無機スラリーの全質量を基準として、少
なくとも約50質量％という全無機固体含有量を持つ。特定の態様において、該無機スラリ
ーは、少なくとも約55質量％、または少なくとも約57.5質量％、または少なくとも約60質
量％、または少なくとも約62.5質量％、または少なくとも約65質量％という全無機固体含
有量を持つ。特定の態様において、該無機スラリーは、該無機スラリーの全質量を基準と
して、約80質量％以下の全無機固体含有量を持つ。特定の態様において、該無機スラリー
は、該無機スラリーの全質量を基準として、約50％～約80質量％、例えば約50％～約70質
量％、または約50％～約65質量％、または約55％～約65質量％、または約60％～約65質量
％という全無機固体含有量を持つ。
　特定の態様において、上記の無機スラリーは、該無機スラリーの全質量を基準として、
少なくとも約40質量％の疎水性無機物、例えば少なくとも約45質量％、または少なくとも
約50質量％、または少なくとも約55質量％、または少なくとも約57.5質量％、または少な
くとも約60質量％、または少なくとも約62.5質量％、または少なくとも約65質量％の疎水
性無機物を含む。
　特定の態様において、上記無機スラリーは、該無機スラリーの全質量を基準として約20
質量％以下の粘度緩衝剤、例えば約15質量％以下の粘度緩衝剤、または約12.5％以下の粘
度緩衝剤、または10質量％以下の粘度緩衝剤、または約7.5質量％を超える粘度緩衝剤、
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または約5.0質量％以下の粘度緩衝剤、または約2.5質量％以下の粘度緩衝剤を含む。特定
の態様において、該無機スラリーは、少なくとも約0.25質量％の粘度緩衝剤、例えば少な
くとも約0.5質量％の粘度緩衝剤、または少なくとも約0.75質量％の粘度緩衝剤、または
少なくとも約1.0質量％の粘度緩衝剤を含む。特定の態様において、該無機スラリーは、
約1.0％～約15質量％の該粘度緩衝剤を含む。上述の如く、このような態様において、該
粘度緩衝剤は、上述のように、親水性無機物と非無機、非ポリアクリレート物質との混合
物、例えばカオリン(1)と、上記のような式R-Xを持つポリアルキレンオキシドアダクト、
例えばオレオアルキレンオキシドブロックコポリマーとの混合物を含むことができる。
【００１７】
　本明細書において論じたように、上記粘度緩衝剤の組入れは、上記無機スラリーの長期
安定性を改善する。それ故に、特定の態様において、該無機スラリーは、攪拌することな
しに少なくとも約1週間に渡り安定であり、および/または(ii) 該無機スラリーのブルッ
クフィールド粘度(100rpm１分で)は、攪拌することなしに1週間の後にも200％を超えて増
大することはなく、および/または(iii) 該無機スラリーは、攪拌することなしに1週間の
後に、1,600cP以下のブルックフィールド粘度(100rpm１分で)を有する。
　特定の態様において、上記無機スラリーは、攪拌することなしに少なくとも10日間に渡
り安定であり、または攪拌することなしに少なくとも2週間に渡り安定である。
　特定の態様において、ASTM D2196に従って測定されるような、上記無機スラリーのブル
ックフィールド粘度(100rpm１分で)は、攪拌することなしに1週間の後に約200％を超えて
増大することはなく、例えば攪拌することなしに1週間の後に約150％を超えて増大するこ
とはなく、または攪拌することなしに1週間の後に約100％を超えて増大することはなく、
または攪拌することなしに1週間の後に約75％を超えて増大することはなく、または攪拌
することなしに1週間の後に約50％を超えて増大することはなく、または攪拌することな
しに1週間の後に約40％を超えて増大することはなく、または攪拌することなしに1週間の
後に約35％を超えて増大することはなく、または攪拌することなしに1週間の後に約30％
を超えて増大することはなく、または攪拌することなしに1週間の後に約25％を超えて増
大することはなく、攪拌することなしに1週間の後に約20％を超えて増大することはなく
、または攪拌することなしに1週間の後に約15％を超えて増大することはなく、または攪
拌することなしに1週間の後に約10％を超えて増大することはない。ブルックフィールド
粘度におけるあらゆる増加の大きさは、該無機スラリーの調製後(即ち、T=0)のブルック
フィールド粘度と、攪拌することなしに1週間という期間の終了後の該無機スラリーのブ
ルックフィールド粘度とを比較することにより決定される。
【００１８】
　特定の態様において、ASTM D2196に従って測定されるような、上記無機スラリーのブル
ックフィールド粘度(100rpm１分で)は、攪拌することなしに2週間の後に約200％を超えて
増大することはなく、例えば攪拌することなしに2週間の後に約150％を超えて増大するこ
とはなく、または攪拌することなしに2週間の後に約100％を超えて増大することはなく、
または攪拌することなしに2週間の後に約75％を超えて増大することはなく、または攪拌
することなしに2週間の後に約50％を超えて増大することはなく、または攪拌することな
しに2週間の後に約40％を超えて増大することはなく、または攪拌することなしに2週間の
後に約35％を超えて増大することはなく、または攪拌することなしに2週間の後に約30％
を超えて増大することはなく、または攪拌することなしに2週間の後に約25％を超えて増
大することはなく、または攪拌することなしに2週間の後に約20％を超えて増大すること
はなく、または攪拌することなしに2週間の後に約15％を超えて増大することはなく、ま
たは攪拌することなしに2週間の後に約10％を超えて増大することはない。ブルックフィ
ールド粘度における任意の増加の大きさは、該無機スラリーの調製後(即ち、T=0)のブル
ックフィールド粘度と、攪拌することなしに2週間という期間の終了後のそのブルックフ
ィールド粘度とを比較することによって決定される。
【００１９】
　特定の態様において、上記無機スラリーは、攪拌することなしに1週間の後に約1,600セ
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ンチポアズ(cP)以下の、ASTM D2196に従って測定される如きブルックフィールド粘度(100
rpm１分で)、例えば攪拌することなしに1週間の後に約1,400cP以下のブルックフィールド
粘度、または攪拌することなしに1週間の後に約1,200cP以下のブルックフィールド粘度、
または攪拌せずに1週間の後に約1,000cP以下のブルックフィールド粘度、または攪拌する
ことなしに1週間の後に約900cP以下のブルックフィールド粘度、または攪拌することなし
に1週間の後に約850cP以下のブルックフィールド粘度、または攪拌することなしに1週間
の後に約825cP以下のブルックフィールド粘度、または攪拌することなしに1週間の後に約
800cP以下のブルックフィールド粘度、または攪拌することなしに1週間の後に約775cP以
下のブルックフィールド粘度、または攪拌することなしに1週間の後に約755cP以下のブル
ックフィールド粘度、または攪拌することなしに1週間の後に約725cP以下のブルックフィ
ールド粘度、または攪拌することなしに1週間の後に約700cP以下のブルックフィールド粘
度、または攪拌することなしに1週間の後に約675cP以下のブルックフィールド粘度、また
は攪拌することなしに1週間の後に約650cP以下のブルックフィールド粘度、または攪拌す
ることなしに1週間の後に約625cP以下のブルックフィールド粘度、または攪拌することな
しに1週間の後に約600cP以下のブルックフィールド粘度、または攪拌することなしに1週
間の後に約575cP以下のブルックフィールド粘度、または攪拌することなしに1週間の後に
約550cP以下のブルックフィールド粘度、または攪拌することなしに1週間の後に約525cP
以下のブルックフィールド粘度、または攪拌することなしに1週間の後に約500cP以下のブ
ルックフィールド粘度を持つ。特定の態様において、該無機スラリーは、攪拌することな
しに1週間の後に少なくとも約400cP、例えば少なくとも約425cP、または少なくとも約450
cP、または少なくとも約475cP、または少なくとも約500cPというブルックフィールド粘度
を持つ。
【００２０】
　沈降の観点から、上記無機スラリーは、特定の態様において、ASTM D2869-85(2011)に
従って決定されたものとして、攪拌することなしに1週間の後に、ゲルを含まないもので
あり得る。特定の態様において、該無機スラリーは、攪拌することなしに2週間の後に、
ゲルを含まないものである。
　シネレシスの観点から。上記無機スラリーは、特定の態様において、攪拌することなし
に1週間の後にシネレシスを全く示さないものであり得る。特定の態様において、該無機
スラリーは、攪拌することなしに2週間の後に全くシネレシスを示さない。
　上記スラリーは、液体部分、例えば水性媒体、例えば水を含む。該液体部分は、該無機
スラリーの全質量を基準として、該無機スラリーの約50質量％まで、例えば該無機スラリ
ーの約10～約40質量％、または約20～約40質量％、または約20～約35質量％、または約25
～約40質量％、または約30～約40質量％、または約25～約35質量％を構成し得る。
　特定の態様において、上記無機スラリーはアルカリ性のpH、例えば7を超えかつ約13ま
でのpHを持つ。特定の態様において、該無機スラリーは12.5以下、または12以下、または
11.5以下、または11以下、または10.5以下、または10.45以下のpHを持つ。特定の態様に
おいて、該pHは少なくとも約8、または少なくとも約9、または少なくとも約10である。
【００２１】
　上記無機スラリーは、更にコーティングおよび塗料配合物において普通に見られる成分
を含むことができる。特定の態様において、該無機スラリーは、顔料(即ち、上記疎水性
無機物以外の種)を含む。該顔料は、白色であれまたは色合いであれ(whether white or a
 colour shade)、塗料の主要な色合いをもたらすものである。この用語は、微粉砕された
、天然または合成で、無機または有機の不溶性分散粒子を含み、該分散粒子は、液状ビヒ
クル、即ち溶媒中に分散された場合に、色彩に加えて、塗料に係る多くの所望の性質、例
えば不透明度、硬さ、耐久性および耐腐食性を与えることができる。従って、例として、
無機スラリーは、二酸化チタンを含むことができる。その他の適切な顔料は、二酸化チタ
ン、カーボンブラック、硫酸カルシウム、酸化鉄、および銅錯体のフタロブルー(phthalo
 blue)を含むが、これらに限定されない。色彩を与えるための他の適切な顔料は、当業者
には容易に明らかとなろう。該無機スラリーは、従来の添加剤、例えばレオロジー調節剤
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、増粘剤、消泡剤または泡止め剤、殺生物剤、pH調節剤(例えば、アルカリまたはアルカ
リ土類金属水酸化物)、バインダ、および凍結防止性造膜助剤等から選択される、少なく
とも1種の更なる添加剤を含むことができる。
　適切な泡止め剤および消泡剤は、例えば界面活性剤のブレンド、リン酸トリブチル、脂
肪酸ポリオキシエチレンエステル＋脂肪アルコール、脂肪酸石鹸、シリコーンエマルショ
ンおよび他のシリコーン含有組成物、鉱油中のワックスおよび無機微粒子状物質、乳化さ
れた炭化水素のブレンドおよびこの機能を持つ市販されているその他の化合物を含む。
【００２２】
　適切な殺生物剤は、例えば酸化性殺生物剤、例えば塩素ガス、二酸化塩素ガス、次亜塩
素酸ナトリウム、次亜臭素酸ナトリウム、水素、過酸化物、パーアセティックオキサイド
(peracetic oxide)、アンモニウムブロミド/次亜塩素酸ナトリウム、または非酸化性殺生
物剤、例えばGLUT(グルタルアルデヒド、CAS No. 90045-36-6)、ISO(CIT/MIT)(イソチア
ゾリノン、CAS No. 55956-84-9 & 96118-96-6)、ISO(BIT/MIT)(イソチアゾリノン)、ISO(
BIT)(イソチアゾリノン、CAS No. 2634-33-5)、DBNPA、BNPD(ブロノポール(Bronopol))、
NaOPP、カルバメート(CARBAMATE)、チオン(THIONE)(ダゾメット(Dazomet))、EDDM－ジメ
タノール(O-ホルマール(O-formal))、HT－トリアジン(N-ホルマール(N-formal))、THPS－
テトラキス(O-ホルマール)、TMAD－ジウレア(N-ホルマール)、メタボレート、ナトリウム
ドデシルベネン(dodecylbenene)スルホネート、チオシアネート、有機硫黄、安息香酸ナ
トリウムおよびこの機能のために市販されているその他の化合物を含む。
　適切なレオロジー調節剤は、セルロース-由来のレオロジー調節剤、例えばミクロフィ
ブリル化セルロース、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒド
ロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カルボキシメチルセ
ルロースまたはこれらの混合物を包含する。適切な非セルロース-由来のレオロジー調節
剤は、1種またはそれ以上のエマルションコポリマー、ジシアナミド、トリオール、ポリ
オキシエチレンエーテル、尿素、硫酸化ヒマシ油、ポリビニルピロリドン、アルギン酸ナ
トリウム、キサンタンガム、およびケイ酸ナトリウムを含む。
　上記塗料組成物は、更に染料を含むことができる。顔料である粉末と、染料である粉末
との間の区別は、一般に溶解性に基くものと考えられ、使用に際して、顔料は不溶性であ
り、かつ該材料内に分散されており、染料は溶解性であるか、または溶液状態にある。
【００２３】
調製方法
　粒状形態にある上記無機物は、当業者には周知の技術、例えば微粉砕(例えば、圧潰、
磨砕、微粉砕)、分級(例えば、水力学的選別、スクリーニングおよび/または篩別)および
乾燥から選択される技術を利用して調製し得る。粒状形態にある該疎水性無機物は、磨砕
によって天然源から得ることができる。例えば、天然タルク微粒子状物質は、典型的には
タルクの鉱物源を圧潰し、次いで磨砕することにより得られ、該磨砕の後、所定の粒度分
布を持つ製品を得るために、粒度分級段階を伴っていてもよい。クレー微粒子状物質、例
えばカオリンは、同様な方法で得ることができる。該無機物は、自己的に、即ち該無機物
自体の粒子間の磨砕により、あるいはその代わりに、粉砕すべき該無機微粒子状物質とは
異なる物質でできた粒子を含む粒状粉砕媒体の存在下で磨砕することにより、粉砕するこ
とができる。
　上記無機スラリー、およびこれを含有するコーティング組成物および塗料は、安定な無
機スラリーを得るために適切な量(該所望の組成物に応じた)で、かつ適切な条件の下で、
上記無機スラリーの成分を混ぜ合わせ、例えば混合し、かつ処理することにより製造する
ことができる。該様々な成分は、混合または微粉砕により、または高速分散タンク内で処
理することができ、該タンク内では、該予備混合された成分が、回転するシャフトに取付
けられた円形の、歯を備えたブレードにより高速攪拌に付される。特定の態様において、
この方法は、攪拌することなしに少なくとも1週間に渡り安定な無機スラリーを製造する
ためのものであり、該方法は、液体中で上記疎水性無機物と、安定化する量の上記粘度緩
衝剤とを混合せる工程を含む。
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【００２４】
適用
　指摘した通り、上記無機スラリーの有利な安定性のために、該無機スラリーは、コーテ
ィング組成物、例えば塗料において使用し、または該組成物として使用し得る。該コーテ
ィング組成物、例えば塗料は、支持体、例えば数多くのかつ様々な製品(例えば、ハンデ
ィークラフト品目、家具、車両または航洋船、配管等)または表面、例えば建築要素(例え
ば、居住場所の内/外壁、天井および床、外側フェンスおよび装飾品等)の表面に塗布する
ことができる。同様に、特定の態様に従う塗料を含有する、缶入り塗料も提供される。該
用語「缶入り(canned)」とは、塗料に適した任意の容器、例えば缶、タブ、瓶またはパウ
チに言及するためにここにおいて使用される。該容器は、塗料を含めるのに適した任意の
材料、例えば金属、プラスチックおよびガラス等から形成し得る。
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